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ループス腎炎における血清補体蛋白の解析	
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［抄録］ 
	
 ループス腎炎は、ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

Ｏ	
 	
 （400字以内）	
 ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ 
ＯＯＯＯＯＯであった。 

 
［キーワード］補体、ループス腎炎、ＯＯＯ 

 
［はじめに］ 
ループス腎炎は活動性によって、血中補体価が低

下する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○1)。 

 
［方法］ 
	
 補体大学附属病院に通院中のループス腎炎患者の

血清を 5年間集めて、ELISAで C3、C4の測定を行
った 2)。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○。 

 
［結果］ 
	
 活動性の高いループス腎炎患者において、○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○（図 1）。○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 
	
 ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

ＯＯＯＯＯＯＯＯＯ。 

 
［考察］ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

p=0.0001,R2=0.574	
 

←演題名の
文字サイズ
は、14 point 

←氏名、所属、
本文の文字サ
イズは、10 
point 

演題名、氏名、所属
は、中央に揃える 

  ↓ 

英語の所属より  
１行あけてから  

←本文を印字  

←引用文献は、本文
中では引用順に右
肩に番号をつける。 

フォントは、日本語は MS 明朝、英語と数字
は Century かつ英字、数字は半角です。  

［目的］（ある
いは［はじめ
に］）、［方法］、
［結果］、［考
察］、［結論］
（あるいは
［総括］）、お
よび［文献］  

↓ 

演題名から１行あ
けて氏名を記入し、
その下に所属を記
入。→ 
所属より１行あ
けて、英字のタイ
トル、氏名、およ
び所属を、それぞ
れ行を変えて印
字。	
 → 

図表も、大きさを考慮
の上、鮮明な原図ある
いは写真（白黒）を原
稿中に添付して下さ
い。（縮小あるいは拡
大の指定はご遠慮下
さい）	
 	
 	
 → 

キーワードより  
１行あけてから  

←本文を印字  

キーワードより  
１行あけてから  

←本文を印字  

図 1 CD55 の発現お
よび mRNA の産生 
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＯＯＯＯＯＯＯＯ 
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○○○○。 

 
［結論］ 
	
 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○。 

 
［謝辞］ 
	
 本研究は、ＯＯＯによる研究費によって行われた。

ＯＯＯにＯＯＯを供給していただいた。 

 
［利益相反］ 
	
 筆者は、本論文内容に関連した開示すべき COI

関係にある企業等はありません。 

 
［文献］ 
1) Hotai	
 S, Hotai J, ＯＯＯＯＯ, Heisei T. L

upus nephritis OOOOOOOOOOOO. J. Imm
unol. 990: 8403-8410 (2029) 

2) 補体五郎、補体研究が及ぼす医療への影響. 医
療経済、789、144: 400-409 (2000)  

3) ○○○○○○○○○○○○. 

 

	
  

	
  

	
  


